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[2025–推薦特待]

1 以下の問題の解答を, 解答用紙の該当する枠内に書き込むこと。

なお, この問題は, 解答用紙に途中の計算式を記入する必要はない。

(1) 不等式
x+ 1

3
−

3x− 2

4
<

x− 2

6
を解け。

(2) 命題「xy \= 6 =⇒ x \= 2 または y \= 3」の対偶をつくれ。

(3) 数学の点数 x と物理の点数 y を散布図に表したところ, 下の左

の図のようになった。しかし, 矢印で示された 1 人のデータの

物理の点数にのみ誤りがあり, 修正したところ下の右の図の矢印

が示すものになった。このとき, 以下の に, 「大きくな

る」「小さくなる」「変わらない」のうち適するものをそれぞれ

答えよ。

修正前と比べて修正後は xと yの相関係数は 。

x の分散は 。
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(4) 2 次方程式 (x+ 1)2 + (x− 2)2 + 6(x− 1) = 0 を解け。

(5) 1辺の長さが
√
3の正六角形 ABCDEFに対して,正三角形 ACE

の 1 辺の長さ ℓ を求めよ。

(6) (1− 2i)x+ (3+ 6i)y = 3x+ 4y− 7 を満たす実数 x, y を求めよ。

(7) 平面上の 3 点 A(−1, 1), B(2,−2), C に対して, 三角形 ABC の

重心が (1,0) のとき, 6–C の大きさを求めよ。

(8) 0 <
= θ < 2π とする。方程式 cos

(

θ−
π

3

)

= −

√
3

2
を解け。

(9) 方程式 2x−1
+ 23−x

= 5 を解け。

(10) 曲線 y = −2x2
+ 3 と 直線 y = 1 で囲まれた図形の面積 S を

求めよ。
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2 以下の問題の解答を, 解答用紙に記述せよ。

なお, この問題は, 解答用紙に途中の計算式も記入すること。

(1) 2 次関数 y = −x2
+ ax− 3 のグラフの軸が直線 x = 1 である

とき, 定数 a の値を求めよ。また, この 2 次関数の最大値を求

めよ。

(2) 下の図において, tanα = 2, tan β =
10

3
, AB = 3 のとき, CD の

長さを求めよ。

A C

D

B

α β
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3 以下の問題の解答を, 解答用紙に記述せよ。

なお, この問題は, 解答用紙に途中の計算式も記入すること。

(1) 不等式 log
1

2

(x− 3)+ log
1

2

(x− 4) >= −1 を解け。

(2) 3 次関数 f(x) = x3
+ ax2

+ bx が x = −1 で極値 −4 をとると

する。このとき次の問いに答えよ。

[イ] 定数 a, b の値を求めよ。

[ロ] f(x) のすべての極値を求めよ。
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1

(1) x > 2 (6) x = 3, y = 1

(2) x = 2 かつ y = 3 =⇒ xy = 6 (7) 6
–
C = 90◦

(3)
x, y の相関係数は 大きくなる 。

x の分散は 変わらない 。
(8) θ =

7π

6
,

3π

2

(4) x =
−2±

√
6

2
(9) x = 1, 3

(5) ℓ = 3 (10) S =
8

3

(1) 4(x+ 1)− 3(3x− 2) < 2(x− 2), 4x+ 4− 9x+ 6 < 2x− 4 より −7x < −14,

よって x > 2

(2) 「xy \= 6 =⇒ x \= 2 または y \= 3」の対偶は「x = 2 かつ y = 3 =⇒ xy = 6」

(3) 修正後の方がデータの直線性が増し,かつその傾きは正なので相関係数は 大きくなる 。

一方, x のデータは不変なので, x の分散は 変わらない 。

(4) x2 + 2x+ 1+ x2 − 4x+ 4+ 6x− 6 = 2x2 + 4x− 1 = 0 より,

x =
−2±

√
4+ 2

2
=

−2±
√
6

2

(5) ℓ = AC。三角形 ABC は AB = BC =
√
3, 6

–
B = 120◦ の二等辺三角形なので,

AC = ℓ = 2×
√
3 sin 60◦ = 2

√
3×

√
3

2
= 3

または余弦定理より, AC2
= 3+ 3− 2×

√
3×

√
3 cos 120◦ = 6− 6×

(

−

1

2

)

= 9,

よってAC = ℓ = 3

(6) 整理すると x+ 3y + i(−2x+ 6y) = 3x+ 4y − 7, 2x+ y − 7+ i(2x− 6y) = 0 と

なり, x, y は実数なので 2x− 6y = 0, 2x+ y − 7 = 0 となるから x = 3, y = 1

(7) C(a, b) とすると,
−1+ 2+ a

3
= 1,

1− 2+ b

3
= 0 より a = 2, b = 1,

よって C(2, 1) なので, 三角形 ABC は 6
–
C = 90◦ の直角三角形。

(8) −

π

3
<
= θ −

π

3
< 2π −

π

3
=

5π

3
なので, θ −

π

3
=

5π

6
,
7π

6
, よって

θ =
7π

6
,

9π

6
=

7π

6
,

3π

2

— 特待生 1 —

2025年度　数学　正答例
(9) 2x = y とすると

y

2
+

8

y
= 5, y2 + 16 = 10y, (y − 2)(y − 8) = 0, y = 2, 8, よって

x = 1, 3

(10) y = −2x2 + 3 と y = 1 の交点の x 座標は x = −1, 1 であり, 求める図形は

−1 <
= x <

= 1 の範囲の図形となる。その範囲では −2x2 + 3 >
= 1 なので, 求める面積

は S =

∫

1

−1

(−2x2 + 3− 1)dx =

[

−

2x3

3
+ 2x

]

1

−1

=

(

−

2

3
+ 2

)

−

(

2

3
− 2

)

=
8

3

2

(1) y = −x2 + ax− 3 = −(x2 − ax)− 3 = −

(

x−

a

2

)

2

+
a2

4
− 3 より, 軸は x =

a

2

なので a = 2。最大値は x = 1 のとき
a2

4
− 3 = −2

(2) BC = x, CD = y とすると, tanα =
y

3+ x
= 2, tanβ =

y

x
=

10

3
より,

y = 6+ 2x =
10

3
x となる。 10x = 18+ 6x, 4x = 18 より x =

9

2
,

y = CD =
10

3
× 9

2
= 15

3

(1) log
1

2

(x− 3)(x− 4) >= −1 より (x− 3)(x− 4) <=

(

1

2

)

−1

= 2, x2 − 7x+ 10 <
= 0,

(x − 2)(x − 5) <
= 0, よって 2 <

= x <
= 5 となるが, 真数条件より x > 4 なので,

4 < x <
= 5

(2) [イ] 題意より f(−1) = −4, f ′(−1) = 0 となる。f ′(x) = 3x2 + 2ax + b より,

f ′(−1) = 3− 2a+ b = 0, f(−1) = −1+ a− b = −4,

よって 2a− b = 3, a− b = −3 より a = 6, b = 9

[ロ] f ′(x) = 3x2 + 12x+ 9 = 3(x2 + 4x+ 3) = 3(x+ 1)(x+ 3) より増減表は以下の

通り。

x · · · −3 · · · −1 · · ·
f ′(x) + 0 − 0 +

f(x) ր 極大 ց 極小 ր

f(x) = x3 + 6x2 + 9x より f(−3) = −27+ 54− 27 = 0, f(−1) = −4 なので,

極大値 0 (x = −3 のとき), 極小値 −4 (x = −1 のとき)
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